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任しました亀澤でございます。


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 19



7

 財務目標です。

 19



8

 純利益の推移です。


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 19年度の業績目標未達の主な要因です。





䅀䄰 䎐䦹䦵䦮䧖䪶の 䩾䦵䷞䮇です。 䎐
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 国内貸出金です。


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 外貨流動性です。

 左側でお示しの通り、「顧客性預金」と「中⾧期市場調達」によって、「外貨貸出
金」を安定的にカバーしています。

 右上の折れ線グラフ、年度末をまたぐ外貨貸出と預金の推移をご覧ください。

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 特定のポートフォリオについてです。

 左上、資源関連与信は、与信コントロールにより、4年前の10.4兆円から、足元の



 資本の状況です。

 お客さまの資金繰り支援や格下げの影響など、今後のRWA費消を踏まえても、
十分な資本水準を維持できると考えています。

 22ページにお進みください。
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 業績目標の前提についてご説明します。





 ここからは、CEOとしての運営方針について、ご説明いたします。 



 新型コロナウイルスの影響が広く国内外の実体経済に波及するなか、本業である金













‖– 9これまでに⧄てきました社会構造変化を当社の成⾧機会へと繋げるための経営方針ですが、キーワードは
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 主な既存施策の進捗についてご説明します。

 まずはチャネルシフトです。33ページにお進みください。
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 近年、力を注いできたスマートフォン・アプリの機能拡充やUI/UXの改善の効果、
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 経費コントロールです。

 左上の折れ線グラフは、19年度の経費率の状況です。
 点線が、2年前に公表した経費率の想定です。
 ご覧の通り、足元の経費率は、粗利増加と国内外での費用抑制努力もあり、中計

の当初想定を下回って推移しておりますが、引き続き一層の抑制が必要だと認識し
ています。

 右上の棒グラフをご覧ください。
 事業本部別に見ますと、バンクダナモンとFSIの連結化もあり、「GCB、グローバルコ
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 株主還元です。
 配当を基本として株主還元の充実に努める、23年度までに配当性向
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